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研究成果の概要（和文）：本研究では，様々な比率で作成された7種類の図形を呈示し，統合失調症患者の対称
性選好と精神症状、認知機能との関連について検討した。その結果，統合失調症患者は健常者と比較して対称性
を選好する頻度が高く、対称性選好には陰性症状や陽性症状と正の関連が，一方，総合精神病理尺度とは負の関
連が認められ、言語性記憶、ワーキングメモリーといった認知機能の低下とも関連が示唆された。アイカメラを
用いた研究では、統合失調症患者は眼球の運動範囲が狭く、矩形のアスペクト比に応じて柔軟に上下方向に眼球
運動が変化しておらず、認知的な情報処理がうまく機能せず、矩形全体に注意が向きにくくなっている可能性が
示唆された。

研究成果の概要（英文）：We investigated the symmetry preference of schizophrenic patients using a 
figure-dividing task presented seven types of figures produced at various ratios. We found that 
schizophrenic patients prefered symmetry more frequently than healthy individuals. Symmetry 
preference in  schizophrenia patients was positively associated with negative and positive symptoms,
 and was negatively associated with the overall severity of the illness and cognitive function 
(verabal memory and working memory). In a graphic segmentation task, we found that the range of eye 
movement was narrower in schizophrenic patients than in healthy individuals, and schizophrenic 
patients did not change their eye movement in an upward - downward direction with respect to the 
aspect ratio. It was suggestied that schizophrenic patients may not be able to function well in 
processing cognitive information and may have difficulty paying attention to the rectangle as a 
whole. equate.

研究分野： 臨床心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は統合失調症患者の対称性という描画特徴に着目して、統合失調症患者の対称性に対する選好と精神症
状、認知機能との関係について、眼球運動の記録や認知機能検査といった客観的指標を含めて、多角的に計量心
理学的に検討した点に意義がある。統合失調症患者が対称性を選好する理由として、陽性症状や陰性症状、さら
には認知機能の低下が示唆され、この結果を臨床に還元されることが期待される。今後は、研究者らによって考
案された対称性に対する描画法を、臨床場面に応用していくことを検討していくことが求められる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
描画は、統合失調症患者の心理検査や治療として用いられており、幻聴・妄想・思考障害など

の中核症状（陽性症状、陰性症状）、感情平板化・意欲低下・自閉、注意・記憶・問題解決など
の認知の障害を反映すると考えられている。また、統合失調患者の社会復帰を考えるうえでも、
陽性症状、陰性症状、そして認知機能障害について適切に理解し、支援することが重要である。 
 統合失調症患者の描画特徴として、全体の静止的印象、画面公正の二次元化、羅列的、対称性
などが以前から挙げられており（市橋、1972）、さらには、陰性症状や陽性症状が、対称性、平
面性、羅列的といった描画の統合力・構成力の乏しさに反映されることが示唆されている（横田、
1999；岩滿、2004）。Iwamitsu ら（2009）は、統合失調症患者を対象に、さまざまな比率で作
成された矩形を提示し、最もきれいと思われる個所に 1 本の直線（分割線）を描くという描画法
を実施し、統合失調症患者の対称性の選好について健常者とも比較し検討し、統合失調症患者の
対称性の選好を明らかにした。この統合失調症患者の対称性の選好は、杓子上手な考え方、視覚
的情報の乏しさなどの認知機能障害や感情の平板化といった陰性症状と関連していると考えら
れたが、そこにはより詳細な検討が必要であると考えられた。特に、統合失調症患者における対
称性の選好が、知覚・注意障害、記憶障害、遂行機能障害といった認知機能障害のいずれと関連
するか、あるいは精神症状とはどのように関連しているのかといった点について、さらに検討す
る必要がある。そこで、認知機能障害を眼球運動や統合失調症認知機能簡易評価尺度などから客
観的に測定し、これらの結果から対称性選好について検討する。また、統合失調症患者の対称性
選好の行動についてのみならず、対称性に対する感情反応についても検討を加える。さらに、描
画として樹木画を用いて、樹木画におけるさまざまな描画特徴（対称性を含めて）を詳細に検討
することにより、精神症状や認知機能障害について検討する。 
 
２．研究の目的 
 統合失調症患者の対称性選好について、“認知機能障害と精神症状”との関係から検討し、臨
床への応用について考える。特に認知機能障害については、眼球運動の記録をはじめとして知
覚・注意、記憶、遂行機能などの認知機能について広範囲にわたって検討し、多角的に計量心理
学的に検討する。加えて、樹木画からも対称性を含めて、その描画特徴について、“認知機能障
害と精神症状”との関係について検討する。 
 
３．研究の方法 
（研究１）（岩滿ほか、2021） 
 対象者：対象者は A病院精神科外来通院および入院患者で、DSM-Ⅳ-TR で統合失調症と診断さ
れ、研究参加であると主治医が判断した 45名の統合失調症患者（平均年齢±=55±13.3 歳）と、
年齢をマッチングさせた 32 歳以上の 58 名の健常者（平均年齢±=50.22±13.57 歳）であった。 
 手続き：統合失調症患者には書面にて研究参加の同意を得て、健常者には口頭による研究参加
の同意を得て、対面式で個別に実施した。対象者には、刺激図形をランダムに提示し、最もきれ
いだと思われる任意の位置に、1本の分割線を描くように依頼した。分割線の方向は垂直か平衡
のいずれかであり、研究者が 1枚ごとにランダムに分割線の方向を教示した。提示した刺激図形
は 7種類であった。課題実施後、描画の感想を口頭で尋ね、その後、主治医が PANSS により精神
症状を評価した。健常者には、課題実施後、無記名で描画の感想を記載するよう依頼した。なお、
本研究は北里大学医療衛生学部倫理審査委員会の承認を得て実施した。 
（研究２） 
 対象者：対象者は A病院精神科外来通院および入院患者で、DSM-Ⅳ-TR で統合失調症と診断さ
れ、書面にて研究参加の同意を得た 13 名の統合失調症患者（平均年齢±=48.42±11.68 歳）と、
口頭で研究参加の同意を得た、年齢をマッチングさせた 11 名の健常者（平均年齢±=41.64±
12.76 歳）であった。 
 手続き：研究 1と同様に対面式で個別に実施した。研究 1との違いは、課題遂行中にアイカメ
ラ（Pupil Headset）を装着し、眼球運動を測定していることである。眼球運動を測定するにあ
たり、眼球運動とディスプレイ上の位置との対応付けであるキャリブレーションを行い、その後、
練習試行を行い、本施行をおこなった。 
（研究３） 
 対象者：対象者は A病院精神科外来通院および入院患者で、DSM-Ⅳ-TR で統合失調症と診断さ
れ、書面にて研究参加の同意を得た 17 名の統合失調症患者（平均年齢±SD=63.05±4.03 歳)と、
口頭で研究参加の同意を得た 30 歳以上の 21 名の健常者（平均年齢±SD = 48.59±3.58 歳）であ
った。 
 手続き：研究 1と 2と同様、対面式で個別に実施した。対象者には研究 1の課題のうち、6課
題の実施、統合失調症認知機能簡易評価尺度日本語版（The Brief Assessment of Cognition in 
Schizophrenia Japanese Version、以下 BACS とする）の実施、バウムテストなどを実施した。
なお、本研究は北里大学医療衛生学部倫理審査委員会の承認を得て実施した。 



（研究４）（川杉ほか、2022） 
 対象者：対象者は A病院精神科外来通院および入院患者で、DSM-Ⅳ-TR で統合失調症と診断さ
れ、研究参加であると主治医が判断した 80名の統合失調症患者（平均年齢±=53.09±13.92 歳）
と、年齢と性別をマッチングさせた 66 名の健常者（平均年齢±=51.53±14.38 歳）であった。 
 手続き：統合失調症患者には書面にて研究参加の同意を得て、健常者には口頭による研究参加
の同意を得て、対面式で個別に実施した。対象者にはバウムテストを実施し、その後感想を聞い
た。統合失調症患者については、主治医が PANSS により精神症状を評価した。なお、本研究は北
里大学医療衛生学部倫理審査委員会の承認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
（研究１） 
 7 図形において対称に分割した頻度を 2 群で比較した結果、統合失調症患者は健常者と比べ
て、垂直方向および水平方向に対称に分割した頻度が有意に高かった（p<.01）。7図形中 5図形
以上対称に描いた頻度を 2群で比較した結果、統合失調症患者は健常者と比べて、垂直方向およ
び水平方向に対称に分割した頻度が有意に高かった（p<.01）。図１は、7種類の矩形ごとに対称
に分割した頻度を示しており、統合失調症患者は健常者と比べて多くの矩形において対称に分
割する頻度が高いことが明らかとなった。一般化線形モデルによるロジスティック解析を行っ
た結果、統合失調症患者では、垂直分割時に対称性選好に有意な正の関連があった要因は、陰性
尺度得点(p<.01)であり、有意に負の関連があった要因は総合精神病理評価尺度得点(p<.01)で
あった。水平方向時には、対称性選好といずれの要因も有意な関連は認められなかった。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       図１ 2群における各矩形を対称に分割した頻度 （岩滿ほか、2021） 

 注）a.1:0.346 比、b.1:0.618 比、C.1：0.709 比、ｄ.1:1 比、 
e.1:1.410 比、f.1：1.618 比、g.1:2.890 比 

 
課題実施後の 2 群における感想を質的に分析した結果、統合失調症患者では、「対称を意識し

て用いた（例：真ん中にひかないと倒れてしまう）」、「イメージを活用して用いた（例：ケーキ
屋さんの一本線をイメージして、家内安全という言葉をイメージして）」、「図形の種類や線の方
向によって変化をつけて描いた「直感的に描いた」「非対称を意識して描いた」「課題に関するこ
と」の６つのカテゴリーが抽出された。健常者では、「対称を意識して描いた（例：図形が均等
になるように、安定を求めて）」、「図形の種類や線の方向によって変化をつけて描いた」「非対称
を意識して描いた（例：対称は美しくなく、中心を避けた）、「直感的に描いた」「イメージを活
用して描いた（例：コップの中の飲み物をイメージ）」、「バランスやキレイを意識した」、「課題
に関すること」の７つのカテゴリーが抽出された。 
（研究２） 
 眼球運動で測定された 6注視指標（注視の幅、注視の高さ、注視時間、注視回数、注視間の移
動距離、注視面積）について 2群で比較した。2群（統合失調症患者・健常者）×２分割方向（垂
直・水平）の分散分析の結果、注視間の移動距離において、統合失調症患者は健常者と比べて有
意に短く（p<.01）、眼球運動の範囲が狭いことがわかった。この眼球運動の範囲の狭さは、統合
失調症患者は情報の入力過剰によって情報処理能力に負担をかけないようにするために、矩形
に対して十分に関心を向かずに課題を行っていることが推察された。また、2群（統合失調症患
者・健常者）×７図形の分散分析の結果、垂直分割時において注視の高さに交互作用が認められ
（p<.05）、Bonferroni の多重比較の結果、統合失調症患者は図形間において注視の高さに違い
が認められなかった（n,s.）が、健常者は図形間において注視の高さに有意な差が認められた
(p<.05）。以上より、統合失調症患者は矩形のアスペクト比に注意を向けずに、四角形として常
同的に情報処理を行っている可能性が示唆された。さらに、各注視指標と PANSS の 3下位尺度得
点とのピアソンの相関係数を算出したところ、陽性尺度得点は注視の幅や注視面積と負の相関
が一部認められ（p<.05）、構成尺度得点は注視時間や注視回数と正の相関が一部認められた
（p<.05）。すなわち、陽性症状が強いほど、視線の範囲が狭くなる傾向が認められ、陽性症状が
強い、あるいは陽性症状が有意なほど、1点を見続ける傾向が強くなることがわかった。以上よ



り、統合失調症患者は極限的かつ常同的な情報処理をすることから、認知的な情報処理がうまく
機能せずに、矩形全体あるいは矩形のアスペクト比に注意が向かずに、対称性の選好がより強く
なることが示唆された。 
（研究３） 
 対称に分割した図形の数と BACS の 3下位尺度得点とのピアソンの相関係数を算出した結果、
統合失調症患者では、言語性記憶課題と数字順列課題では強い負の相関が認められ（p<.05）、符
号課題では弱い負の相関が認められた（p<.05）。以上より、対称性選好は認知機能と関連がある
ことが示唆された。なお、統合失調症患者は健常者と比べて、各課題の得点は有意に低かった
（p<.01）。 
（研究４） 
 対象者によって描かれた樹木画について、描画特徴を表す 147 項目の特徴を描いたか否かを
２値（０：特徴なし、１：特徴あり）で評定した。統合失調症患者と健常者とを分類しうる描画
特徴を検討するため、最終的に「奇妙な表現（＋）」「枝の調和のなさ（＋）」「用紙の中央に描か
れている（－）」「一度描いた線をなぞっている（＋）」「平行の幹（＋）」「岡の形をした地平線ま
たは囲いの中にはえた幹（＋）」「実が多い（10 個以上）（－）」の 7 項目を用いて判別分析を行
った結果、全体を正しく判別した割合は 86.15％、臨床群を正しく判別した割合は 76.56％、健
常者を正しく判別した割合は 95.45％であった。つぎに、PANSS による統合失調症患者 4類型と
健常者の 5 グループについて、コレスポンデント分析を行った結果、「描画のまとまりのよさ」、
「樹木のアンバランス化、樹木以外も含めアンバランスか」、「描線の少なさ」の 3軸が見いださ
れ、統合失調症患者の類型ごとの描画特徴音違いや陽性症状を反映していたことが示唆された。 
（まとめ） 
 統合失調症患者は健常者と比べて、対称性を選好することが明らかとなった。特に、陽性症状・
陰性症状いずれの症状も対称性選好とは関係があること、対称性選好は言語性記憶や数字序列
などの認知機能の低下と関連していること、さらに、アイカメラの測定から、対称性の選好は、
統合失調症患者の極限的かつ常同的な情報処理と関連しており、認知機能の低下との関連が示
唆された。また、対称性の選好には、統合失調症患者の陽性症状が反映したと考えられる発言が
認められるなど、対称選好の心理過程についても精神症状との関係から示唆した。樹木画の特徴
については今後、対称性選好との関係から検討し、さらに認知機能との関係からも検討していき
たい。以上より、描画は統合失調症の精神症状のみならず認知機能も反映することが示唆され、
今後の検討が望まれる。 
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